
（Ａ４版）

（別紙３）

１　事業者の概要

氏　　名
市内の

主たる住所

２　計画期間 ３　報告対象年度

４　報告対象年度における温室効果ガスの排出の状況

2.27 t-CO2 4.00 t-CO2

-1.73 t-CO2 -76.4 ％

％

５　報告対象年度における温室効果ガスの排出の状況に関する説明

６　温室効果ガスの排出の抑制等を図るために実施した措置の内容

地球温暖化対策計画実施状況報告書の概要（公表用）

株式会社　ケイ・アース

  　令和　２　年度　　～　令和　４　年度

基準年度
排出量

報告対象年度
排出量

令和　３　年度

中央区相生4-9-20

主たる事業の内容 リフォーム・塗装・内装・外構

・営業ルートを最短にすることや、アイドリングストップを徹底し排気ガス排出を抑える。
・建設資材の利用・処分の際に、無駄を省くとともに再利用できるものは再利用をする。
・コピーをする際も再生紙を利用し、無駄な印刷は避ける。
・営業所前の美化活動。近隣のゴミを積極的に拾っている。
・従業員の家庭での省エネ活動（再利用・地産地消）を促す。
・営業先等へ省エネ活動のPRを行い、他社へも省エネに対する意識向上を波及させる。
・SNSの活用。
・「さがみはらＳＤＧｓパートナー制度」に申請済。ＳＤＧｓ達成に向けて努力を継続します。

措置の内容

①照明の人感センサー導入

②OA機器の待機電力削減を社員一同に周知して帰宅時は電源を切ることを徹底して行いました。

③高性能空調機器の導入で温度管理の徹底により電力削減を図りました。

排出削減量
報告対象年度
排出削減率

（原単位を設定した場合）報告対象年度原単位排出量削減率

令和3年度の温室効果ガス排出状況については、基準年（令和元年）比較でプラス2t-CO2、令和2年
との比較でプラス2ｔ－CO2となってしまいました。令和2年12月に空調設備を更新し、OA機器の待
機電力削減や人感センサー式の照明を導入するなどして省エネを心掛けました。
しかし、電気使用量が基準年の5,576ｋWhから9,487ｋWhと大幅に増加しました。増加の原因として
は、感染症対策をして定期的な換気を実施したこと、レンタルスペースの利用が増加したことや社
員数の増加により、2階の電力契約を9月により追加（3kW低圧）したことが挙げられます。

７　その他地球温暖化対策の推進に寄与する取組等


